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Abstract

In private automatic branch exchange which needs to serve bothline and
trunkcircuits,SpeCialserviceisaskedfortocovereverysortofexchangefunctions.

In addition･in view ofitscharacterofapplication,Smallsize,durabilityandlow

COStareeSSentialfactorstobeexecutedbythistypeofexchange.

Inthisarticle,dealingwiththeseproblemstobeencounteredinitsdesignlng,

thewritersdiscussthespecialsystemoflineswith
circuit,Shortageofhunting

timeforline血der,andthefunctionoflastpartyreleaseofboth.wayrepeaterin

trunk circuit.

〔Ⅰ〕緒

私設交換機は一般に日本 信電話公社の局設備の交換

機と異り,回線数は少いが,一つの交換
l･可を形成L且つ

あらゆるものが要求される上に,特殊サービスを必要と

される｡なお小形安価で長 命でなくてほならぬ｡又保

守も局交換機よりも技能者が少いのであるからⅢ るだ

け容易にせねばならぬ｡これ等の中で特に色々の機能を

要求される私設自動交換機の私繰回路,局線回路に就い

[ⅠⅠ〕加入者繰回路に就いて

ここにいう加入者繰回路とは加入者に至る線路端子と

接続回路に るl～j】の回路をいう｡一般に加入者繰回路の

数と接続回路の数ほ,押入老練同路の方が多いのが当然

であって,こ叫聞に選択装措を必要とする(JA形私設自

動交換機ではこの選択にラインスイッチとラインファイ

ンダを使用する｡両方式の根本的優劣に掛′､ては

じられているので,ここでは余り述べずにその各々の縫

い方に就いて述べる｡一般に局線発信呼量の多い小容量

交換でほ,次に るバイパス式ラインスイッチ方式を,

各加入者の発信呼量が2H･C･S.とすれば,接続回路ほ

11程度必要である｡所がもLこの発信呼量の半分が局線

に対してのものであるとすれく･･よ,内線通話に必とする

接続回路数は7でよいことになり,4箇の接続回路はた

ゞ局線発信のために存在するような形となり不経済とな

る｡文一般にA形自動交換機のラインスイッチほ25端

子ある｡所が加入者100回線程度の私設交換機では接続

回路く･･ま25に及ぶことはなく,必ず空きの端子が生ずる｡

従って25の中15が接続回路に使われるとすると,残余

ほ局線田端子に当て得る｡これは第1図(攻頁参照)に

戻すように,15端子ほラインスイッチとして接続回路探

索に用い,加入者が送受器を上げると一旦接続回路につ

なぎ,加入者が局線呼出用番号(一般に=0=〕をダイ

ヤルすれば,接続回路は開放されラインスイッチは空き

局線端子迄_歩進する｡つまり一般にはセレクタ(又ほコ

ンネクタ〕の"0"レベルの接線(hunting)による局

線選択をラインスイッチの剰余端子に行わせるのであ

ばれす

と
｢
ノこる 接 同路ほ局線接続の場合にはレジスタ

としで使用されるのみで,通話[川･ま佗用されないから,

接 回路の数も減らし得て有利である｡その回路動作は

又余り局線発信呼の軌､小容量交換でほ,回転形ライン

ファインダ方式を用いるのが妥当であろう｡

(り バイパス式ラインスイッチ方式

今仮に内線80回線程度の私設自動交換機を考えると,
******

日立製作所戸塚工場

第2囲(次頁参照〕に示すように,+,-,RT以外のCT

バンク端子に"0"ダイヤリレ終了とともに蹟続回路より

地気が送られ,C継電器が動作し今迄伽＼ておったB継

電器〔カットオフ継電器〕を復旧させるので,A継 器

〔ライン継電諾主)は再び加入者に接続され動作する｡従つ
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第2図 バ イ パ▲ ス 式 加 入 者 桓1路

Fig.2.Subscriber's Line Circuit of

Bypass-System

てロータリスイッチは回転を開始し接続回路に相当する

バンク端子上iこ第5ワイパがある間は廻り続け,局線回

路に相当するバンク端子上に到達する｡この到達した局

線回路のRTバンク端子上に地気が無い時は,ロ【-タリ

スイリチの回転は止む√｡これによって局線回路に加入者

は直結された訳である｡もしRTバンク端子上に地気が

ある時は更にロータリスイッチほ回転L空局線回路の探

索を続ける｡

(2)無定位回転形ラインファインダ方式

一般に小容量私設交換機ではホームポジションを有し

ない無定位形同転スイソテをラインファインダとして使

用することが多い｡このラインファインダほ,同一複式

バンクを有する一列のラインファインダの巾,何れか一

つが起動して,発呼老のバンク接点を探すのが普通であ

る｡この場合空いているスイッチが,何処のバンク接点

上にワイパが向いているか,即ちバンク接点の配列の上

から見て発呼老に近い所におるか,遠い所におるか全く

考えることなしに,どれか一つ 動する｡この時の発呼

老探索時間ほ50回線収容のスイッチを考えると,スイ

ッチの速度ほ52歩/secであると仮定すれば,最大50歩

即ち0.96secを要し,又呼の半数も一般に0･48sec以

上の時間を要するであろう｡従って探索時間がかゝり過

ぎるので,これを防ぐ考慮が払われるべきである｡この

対策として呼が発生すると,その加入者のバンク接点に

最も近い位置に休止しておったラインファイダが起動す

るとよい⊥一連のファインダは起動連鎖回路を設備し,

これが何れのファインダが起動すべきかを制御する｡即

ち+,-,RT以外にラインファイダの第4複式バンク

接点を数箇(5乃至10箇〕の に取混め,探索方向の順

に第1,第2,第3‥‥..の区域とする｡又その各区域

に収容されている加入者群を第1群,

第2群……とする｡今第3図に示す

稽綿＼

例として,第4群の加入者が呼を発し

たとする.ニ ラインフープ･インダの起動地

気は起動バンクよりスイリチの内部に

入って,先づ第4並びに第3の区域に

ワイパを停⊥l二させていた1箇もしくは

数箇のラインフ7インダを起動させ

る‥第4区域にいたフ丁インダほ場合

Ⅰこよると,発呼加入者を通り過ぎてい

る位.置から起動するかも分らぬが,第

3の区域にいたものは必ず短時間中に
し㍉---Y■･･-､･-･○●-･■■←■-､,･`- ■~`･ノ●■▲･■｣■~､ノ~~､一-`■､●▲~､･■~'t′◆､､`･

第3図 適応ラインファインダ

湛動連鎖回路

Fig.3.Chain Starting Circuit

for Quick Response

Line Finder

■
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その加入者に到達する〔こ.もL第3の区域に停止している

スイッチが無かったら,第2,第1区域に停止Lている

ものを起動させる｡即ち起動 鎖回路は起動バンク上を

スイッチ回転の方向とほ遵廻りに,発生した呼の位置に

一番近い所から順に遠い区域へと,空フフィンダを探索

L-て行く｡同一区域に2箭以_上のファインダが停止して

いれ乙･ぎ,それ等ほ全部同時に起動する｡たゞこの中 れ

て回転するものが無効となるだけである｡これにより加

入者探索時間を縮減し得るのみならず,ラインファイン

ダの_捗

ある｡

歩数を減らL,その寿命をも延ばし得る利点が

回路の詳細に就き第3図で説明すると,今第4群の加

入者から発信すると,

地気で第4群の

により継

そのライン継電 エが幼く｡その

器4Gが動作する(√4Cの接点

器CC,継電器4C,フ7･インダ起動継電器

rに回路がflj 又継電器3Cにも回路が=来る.｡第3

区域に少くとも1箇のファインダが休止していれば,連

が動作する｡=ノ従って3Cの払キ迄来た

動地気は第2,第1, 7区域等に至らず,これ等の区

域に休止しているラインファインダほ 勤しない｡もし

第3区域に停止Lているフー′･インダが無ければ,起動地

気は順次遠方におよぶ｡もしスイッチが佳日沖の場合は

ワイパより 器ガへ通ずる線の連続を断つ｡ライ

ソファインダが発呼者を探し出すと,フ7インダ内部の

起動線が断たれたために,外部の連鎖継竃結Cは復旧す

る｡今仮に第4加入者 よりの呼に対し,第1の区矧こ

いたファインダが起動したとするr二Jこのスイッチが第1

区域を通過し第2Ⅰズ域に移ると,起動継電器ガは継電器

2Cと直列に回路を作り,2Cが新に動作し1Cは復旧

する｡第3,第4区域に移るに従ってそれぞれ3C,4C

が其々に放き2C,3Cが復旧する.⊃ もしラインファイ

ンダがすべて話｢Pの時ほ何れのCも従ってCCも動作せ

ず話中酋が送られる｡､

こうしたことにより伺転形ラインフ㍗インダの発呼者

探索時間ほどの程度減らL得るであろうか｡今Ⅳ箇のラ

インフ丁インダがあって,この巾才箇が既に使用小であ

る瞬間を考える｢､残りの(∧し｣)箇のワイパの停止位置

が分散Lていると考えると,平均探索時間ほ通常のライ

ンファインダの1ノ′(Ⅳ一言〕に減少するであろう.〉

〔3)定位回転形ラインファインダ

所謂homepositjonを有するラインフーrインダに就

き考えて見る｡この場合ほそのバンク端子に放ける複式

のとり方を適当にすることによって,先項と同じような

やり方で発呼加入者に涼も近いラインフ丁インダから起

動させ得る｡但しこの場合は回転形スイッチほ動作終~r

祷homepositionに戻るため,"･回転ほ必ずせねほな

らぬ｡従って寿命の点では利益がないが,探索時間の短

縮化には利益がある｡又無定位形に比し群に分ける必要

もなく,近いものから起動するという方法を取得るので,

回路は前項に比較して簡単になし得る｡又home posi-

tionを有して適当な探索時間を右するということは,逆

に加入者発呼の際のhookingによる擬似インパルスの

発生を防止し得る利点もある｡

〔lII〕局 線 回 路

第4図の中継方式図に示すように,内線加入者は一般

にセレクタの特定レベル(0)経由で,文中継台の扱者は

内線加入者の依頼によって局線回路を通じて局へ発信

し,局からの着信ほ同様に局線回路により中継台に表示

され,攻に扱者によりこの着信は内線加入者に延長され

るが,この発着信を兼用した両方向切替回路を発着両用

局線回路という｡

扱者のみの局への発信及び局からの着信のみならば,

専門的取扱者による操作であるから,複雑な現象ほ生じ

ないが,内線加入者の∠特定レベル経由の直接発信がこれ

に附加されているので,閉塞,話中表示,衝突防止,対

局中継線監視等の高級機髄酢必要となる｡

又局が磁石式の場合は呼出信号及び終話信号も自動的

に送出されるようにせねばならぬ｡

う】三パ.∃

第4図
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こゝでほ上記各機能に就き述べるのほ煩雑であるの

で,発着両用局線回路のラストパーティレリーズ(Last

Party Release)の機能に就いて述べる｡F]動局から着

信の場合ほ第5図に嘉すように,その経路ほ局加入者(呼

出)->ラインスイリチ→セレクタ→コンネクターナ対局中

継練→発着両肘局線回路→中継台→内線加入者(被呼)で

ある｡周知のとおりコンネクタほ被呼老復旧連れの時の

衝突防｣上のためにラストパーティレリ←ズ,即ち呼出被

呼の両加入者が 受器を元に戻して始めて復旧するよう

になっている｡この.局からの着信の場合も同

者及び内線加入者が

は復旧する｡

従

に局加入

受器をおろして始めてコンネクタ

の局線回路ではその復旧ほ内線加入者に左石され

るようになっていたために,局加入者がまだ送受器をお

ろさず内線加入者が送受器をおろした場合i･ま局線回路は

復旧するが,局コンネクタほ復旧していなかった｡この

状態では内線加入者が臆麿発信をすると,セレクタベル

を経由して復旧Lていないコンネクタに

局線回路が捕捉されて,衝突即ち誤按

繰加入者が目的を

接ヲ されている

が起き,この内

せぬ場合が生じておった.二

これを防止するために,ラストパーティレリ←ズの機

能が追加された｡.即ち発着両用局線回路が.局コンネクタ

と復旧を共にする機能を追加した｡

内線加入者が復旧し,局加入者が未だ復旧Lておらぬ

状態では,コンネクタの復旧監視継電器Aほ動作,βは

復旧しておる状態になければならぬ｡(第`図参照)

局線回路では吊コンネクタが復旧せず接続を保持して

いる状況を監視せねばならぬので,このために局線回路

には高抵抗の監視用G継電器と補助高抵抗を使用した｡

局加入者(呼出〕も復旧すればコンネクタのAは復旧

して,コンネクタも復旧するが,コンネクタが復1日すれ

ば対局中継線の局側にほラインスイッチが接続され,こ

れから電池および地気が表われる｡(第7図参照)故に局

繰回路のG継 器ほこのコンネクタからラインスイッチ

に切りかわる前に,復旧せねばならぬので,C継電器へ

の補助用高抵抗はその復旧時間をはやめる意味でも有効

である｡

このラストパ←ティレリーズの機能は局からの着信の

場合に限るからG継 器の回路は着信の場･合に限り準備

されねばならぬ｡

本局繰回路で着信を表わすのは信号受信継電器Eであ

るが,これほ 旨を受信Lた後は自己保持するので局加

入者が一度この回路に着信し,その後呼を地葉してもE

は保拍を続け着信を表わしているので,呼を拗粟してい

るか否かチェックして鍵粟しておらねばC継 器の回路

を作成せねばならぬ｡このチェック回路を第8図に示す｡

L瞞已
扇
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Fig.8.Supervisory Method for Abandon-

ment of Call

この場合ほ着信に於けるコンネクタの状況が+線に電

池,一線に地気となっておって発信の場合と逆の極性に

なっているので,整流器を挿入Lて呼の状態を試験し得

る｡このようにして呼が拗粟されておらぬことを確 拙

来れば,g継電器が動作を継続して,C継電器の回路を

が,呼が粗菓されている場合は第8図でβ継電

器ほ動作せず,阜継 器を復旧させる｡従ってG継電器

のL可路は準備されずに,局線回路ほ発信状態となる0こ

うして扱者はダイヤルトーソを聞いて,呼の軸粟を確認

して,掃作を止める｡こ?ような方法で対日軌局発着両

用局鯨岡終に特殊機能を追加し得た｡,

〔ⅠⅤ〕結 盲

以上のように壬とし′て,私設日動交換機の加入者繰回

路と局線画路の特殊サ←ビスに掛､ての-･端を述べた

が,これは現在のステップバイステソプ式~交換を前提と

ノ
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してのサ←ビス改善であって,新交換方式を採用した場

合には又別 のサービスの改善の が開けて るであろ

う｡而して新~交換方式による抜本的なサービスの改善こ

そ技術者の望む所である｡

最後に種々御指導を いた通研交換課米沢 長,富田

係長,鵜野氏,中村氏,日立製作所戸塚工場田島

特 許 第190806 号

話機

特 許 の

マ イ ク

-一一般に雄二音叉ほ騒昌一の多い場所に放て,マイクロホン

を佐川する場合,使川音はこれらの維うキ等のため自己の

音声又は送るべき音が妨害されるのを顧慮して,口后又

ほ音源を 渡にマイクロホンに近接せLム7)る傾向にあ

るっ

然るにマイクロホンに於ける音源と,マイクロホンと

の距離とマイクロホン川力′宣圧との特性曲線ほ,第3図

A曲線に示す如く,音源とマイクロホンとの抑 がある

→定値以上に近接すると,マイクロホンの川力電圧を急

激に増大するものである｡従ってこの種マイクロホンを

無闇こ電話送信装置の変調回路に接続せしめて変調すると

きは,過大音声による変調は過麿調となり,発射電波に

盃を生ずる結果となるものである｡

本発明はこの欠点を除去するために,マイクロホン作

用を営むマイクロホンユニットに対Lほゞ一平面上に適

尾の距 を距て_ゝ 口話逮似 を設けたものである｡上川ち

第2図に示すように,マイクロホンユニットは擬似送話

口より距離か紺巨てゝ設けられ,この距離ほマイクロホ

ンの特性並び軋送信装置の変調特性によって過変調を生

ぜしめることなく,最大古庄を縛らるゝよう決定せられ

るものである｢♪マイクロホン特性は第3囲B曲線に示さ

れるようにマイクロホンⅢ力電圧を過大ならしめること

なく,･従ってこれに接硬される送信襲置の変調は適度に

行われ発射電波ほ音声に忠実な変調波を得ることができ

中野交換機設計 の方々に厚く感謝の意
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音源とマイクの距離

第3図

るものであるlつ侃折紙dを任ノ掛こ変更し得るような 置

を附加するときほ変調機の特性にマッチするように任意

に抑制すべき最大古庄を調節し得るものである｡(高木)
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酵 許 と 新 案

最近登録された日立製作所の特許及び実用新案 (その2)

(第4真より続く)
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